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・営業部門は、雪害・コロナ第３波による、需要低迷により全ての品目で計 

画を下回った。コンテナ・車扱い合計で対計画８７．７％。 

・事業開発部門の鉄道事業は、２０２１年２月から東京レールゲートＷＥＳ 

Ｔの満床化を実現による収入増。関連事業は、盤田・八王子・茅ヶ崎マ 

ンション、新小岩社宅土地による分譲収入が１３億円あったが、コロナ 

の影響により減収している。 

  

・青年部は感染予防に努め、要員不足の中でも列車を走らせるために懸命に 

働いてきた。 

・コロナにより、通常の働き方とは変わり、労働力の価値が上がってきている。 

労働の価値を改めなおす春闘である。 

 

 


